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現代史講義の試み
―大学生の歴史認識とその関連で―
飛　田　雄　一
●はじめに
　私は、2009年度より関西学院大学教育学部（非常勤、前期）で「現代史」
を担当している。これは、2004年度から2008年度まで聖和大学（非常勤、
前期）で担当していた「日本近代史」を引き継いだものだ。
　歴史、特に近現代史を学生に身近なもの、現実感をともなうものにする
ことは大切で重要なことだが、これがなかなか難しい。日本は、欧米列強
からの圧力を一定限度克服したといえるが、逆に日本自身がアジア諸国に
圧力を加え、植民地支配、侵略戦争を進めていくことになる。当然、日本
近代史には加害の面が多く現れるが、加害の歴史だけがすべてはないし、
当然に日本人も多くの被害を受けている。学生にはこの加害の歴史と被害
の歴史をトータルにとらえて、日本近現代史を正しく学んで欲しいと考え
ている。
　私に通史的／体系的に講義する能力が不足していることもあるが、でき
る限り映像等を利用して、近現代史が身近なもの、現実感をともなうもの
となるよう努力している。
　講義が必ずしも成功しているとはいえないが、今回、「現代史講義の試
み」として報告してみようと思う。
　シラバスには以下のようにしている。
　授業目的：アジア・太平洋戦争、そしてその敗戦から現代にいたるまで、
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日本は、政治、経済、社会等あらゆる面で大きな変化をとげてきたが、発
展と同時に矛盾と複雑さもその中に含んでいる。具体的なイッシューをと
りあげて、その両面の事実を学び、現代の日本社会がもつ諸問題を学ぶ。
　到達目標：映像資料をできるかぎり多く利用しながら、現代史を国際的
な観点、特に東アジアとの歴史的関係に重きをおきながら考察し、過去か
ら現代につながる諸問題について、事実・背景・現在的意味を理解する。
　そして、「各回ごとの授業内容」にある項目について、想像力を働かせて
考えてみてほしい。また、中学高校の歴史教科書の近現代史部分の復習も
お願いしたい。授業への積極的な参加を期待する」としている。
　全15回の授業項目は以下のとおりである。
第 1回　はじめに―問題提起、戦前の関西学院大学の留学生、西宮の戦争
遺跡
第 2回　1945年、「神戸大空襲」
第 3回　「南京大虐殺（1937年）」を考える
第 4回　アジア・太平洋戦争期の神戸の華僑
第 5回　「中国残留孤児・婦人問題」
第 6回　神戸電鉄敷設工事と朝鮮人―1920年代、30年代
第 7回　朝鮮人BC級戦犯問題―「チョウムンサンの遺書」
第 8回　大島渚「ドキュメンタリー・忘れられた皇軍」を観て考える
第 9回　アジア・太平洋戦争と連合国軍捕虜
第10回　GHQの日本占領時代（1945年～1952年）
第11回　サンフランシスコ講和条約発効（1952.4.28）から難民条約の発効
（1982.1.1）
第12回　「アファーマティブアクション」について考える
第13回　1995年、阪神淡路大震災、2011年、東日本大震災
第14回　多文化共生社会―アメラジアン、多民族フォーラム
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第15回　まとめ
●映像資料の内容と学生の反応
　ここでは、これらの講義のうち映像を用いた第 1回から第 9回の講義の
内容について、その映像の紹介、背景、意味について述べ、あわせて学生
の反応についても述べたい。
〈第 1回〉「はじめに―問題提起、戦前の関西学院大学の留学生、西宮の戦
争遺跡」
　最初に関西学院大学での講義であるから同大学の学生で戦前、卓球全国
大会で優勝した崔根鳳の紹介1）をする。崔根鳳は1919年開城生まれで、1939
年 4 月に関西学院大学に入学している。シングルスで数々の大会で優勝し、
ダブルスでも西山恵之助と組んで1941年 7 月の学生選手権で優勝している。
　そして大学に比較的近い「甲陽園地下工場跡」を紹介している。
　『在日コリアン辞典』（明石書店、2010年11月）には筆者が以下のように
説明している。
「アジア・太平洋戦争の末期、米軍機による空襲が激しくなるなかで、
兵庫県西宮市甲陽園一帯に建設された地下壕。壕建設の目的は、戦闘
機「紫電改」を作っていた川西航空機（現新明和工業）の地下工場お
よび「本土決戦体制」の中で大阪海軍警備府が疎開のために作った軍
用地下施設であったと考えられている。建設工事には強制連行された
ものも含めた数百人の朝鮮人が動員された。地下壕は、甲陽園西山町
から、山王町、日之出町、新甲陽町、東山町の 7カ所の独立したトン
ネル群よりなるが、そのうち1987年11月、鄭鴻永によって発見された
4号 -1 トンネルには「朝鮮國獨立」「緑の春」の落書きが残されてい
た。すでに『米国戦略爆撃報告書』に記載があった6.7号トンネルに
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ついては、1988年、同報告書の原資料がアメリカで発見され、そのこ
とがNHKニュース（1988.4.22）で放映された。地下壕の上にある公
園には「第二次大戦時甲陽園地下壕跡地」の石碑が西宮市により建て
られている。」2）
　ここで紹介しているNHKのニュース（12分）を最初の映像として観て
もらう。このニュースは地下壕発見の半年後のもので、NHKが『米国戦略
爆撃報告書』の原資料をアメリカ公文書館で発見したもので、短いものだ
がインパクトがある。原資料の地図には地名が書かれてないが、当時の甲
陽園付近の地図と照合するとその位置が特定されるのである。映像的にそ
の 2つを重ねあわせる場面は特に印象深い。
　地下壕は偶然みつかったともいえるが、実は発見した鄭鴻永氏が、『米国
戦略爆撃報告書』からおおよその地下壕の場所を事前に把握していたとき
に、宅地造成がはじまり忽然と現れたのである。その時の感動もニュース
で鄭鴻永氏がインタビューに答えている。
　学生からは、以下のような感想が寄せられている。
◦今、下宿している近くの甲陽園に、こんな歴史的なトンネルがあったな
んて知らなかった。
◦トレーニングで甲山走りに行くので、身近な感じがします。
◦甲山にトンネルがあるなんて見に行きたい！
◦一度でいいから入ってみたいなと思いました。阪神大震災の被害をうけ
なかったのか不思議に思いました。
◦たくさんの人たちが作業中に死に故郷に帰れなかったことは今でも私た
ち（在日朝鮮人）3世や 4世に受け継がれています。
◦僕の自宅がある大阪にもいくつか残っているのではないかと気になった。
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　中には、「そういう洞窟とかが好きなので教えてください」というのもあ
る。いずれにしても少しは、身近な歴史の「遺産」として関心を持ったよ
うである。この地下壕はすでに安全面、地域住民への配慮などから立ち入
りができなくなっていたが、残念ながら2014年 3 月、西宮市によって埋め
戻されている3）。私自身は1987年11月の発見直後から何回も調査／見学で
入っているが、神戸大学教養部の「朝鮮史・朝鮮事情」（非常勤、1980年
度から1992年度）の授業の一環として実際に学生を案内したこともある。
学生が地下壕を見学することができれば、それこそこの地下壕を「生きた
教材」として現実感をもって学ぶことができることだろう。
〈第 2回〉「1945年、「神戸大空襲」」
　1945年の神戸空襲は、全国の空襲被害のなかでも大きなものとして知ら
れている。特に、3月17日、5月11日、6月 5日の空襲では多くの犠牲者
がでた。ここでは、2005年に社団法人日本戦災遺族会が企画し、NHK情
報ネットワークが制作した『明日への伝言「祈りをかさねて―神戸60年目
の記憶」』（30分）を観てもらうことにしている。神戸空襲から60年、戦後
60年で制作されたものだ。資料的にも証言的にもよくまとまった内容だ。
証言者として登場する石野早苗さんは、空襲で左手を失った。小中学校等
で証言をされており、その場面もでてくる。石野さんが、最近の義手はよ
くできているのよと言いながら義手をはずしてみる場面では、証言を聞い
ている小学生もびっくりしているが、その場面は映像を見ている大学生も
食い入るように見ている。その石野さんは、昨年（2016年）10月26日に亡
くなられた。貴重な体験を話してくださる生き証人がまたひとり亡くなっ
てしまった4）。
　もちろん空襲は、当時その地域にいたすべての人に被害を与えている。
映像では奇跡的に倒壊をのがれたモスリム寺院の当時の写真とともに、空
襲を体験した石野早苗さんの証言がでてくる。また、朝鮮人、中国人、連
合国軍捕虜の犠牲者もでている5）。
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　学生は次のような感想を書いている。
◦米軍の落としたビラの原本を初めてみました。意外にも読めて驚きまし
た。
◦イスラム教の人の戦争は勝った方にも負けた方にも損であるという話が
特に印象的。
◦印象的だったのは当時の人々が、戦争の中でも一所懸命生きようとした
と語られた場面。
◦関西で20年生きてきて兵庫県の大学に通っておきながら知らなかったこ
とが最悪だと思った。……祖父母の話をゆっくり聞いてみるものいいな
と思いました。
◦右手を失った方のお話が印象的でした。（複数あり）
◦「一本の腕で二本分働いてきた」という言葉が胸に刺さった。（天災に比
し）戦争は一人一人の働きかけ、反戦平和の意志で止めることができる
ことができるかもしれないと感じた。
◦私が目の前でお話を聞いていてもきっと「うわ」と発してしまっていた
と思う。
◦様々な活動を通して戦争の悲惨さがたくさんの人に伝えられていると思
った。
◦「火垂るの墓」のモデルになっていることも知りました。
◦彼らが高齢により亡くなっていったとき実体験を語れる人がいなくなっ
てしますのが一番怖い。
◦祖父母に話を聞こうと思いました。
◦祖父母から空襲の話は聞いていたけれど、同じような体験をした方が多
くいることを知った。
◦実際に経験していていない私達が次の世代に伝えることができるだろう
かと考えさせられた。
◦僕自身も阪神大震災の被害者の世代として次の世代に伝えたい。
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◦平和な日本にいて私たちに何が出来るか、何をすべきか考えなければな
らないと思った。
◦教師になる身としては、積極的に歴史をふり返り子ども達に語り継いで
いくことが求められていると改めて感じました。
　「意外に読めて驚きました」というのは、映像の前に米軍の落としたビラ
「日本国民に告ぐ」を紹介したことの感想で、ビラの話は映像のなかにもで
てきている6）。教育学部の講義で教師を目指している学生もいるが、彼ら
のなかで教師になる自分の課題として歴史の継承を考えているという感想
もある。それを実践する教師となってくれることを望んでいる。
　また空襲（無差別爆撃）は米軍だけが行ったのではなく、日本軍も重慶
爆撃を行ったことを紹介する7）。
〈第 3回〉「『南京大虐殺（1937年）』を考える」
　南京大虐殺は重要な歴史的事件であるが扱いが難しい。「自由主義史観」
グループがもっとも標的にしているテーマでもある。事実としての南京大
虐殺を知ってほしいという努力を私なりにしている。講義の順序としては
被害の側面の強い神戸空襲の次に加害の歴史としては最も顕著なこのテー
マを取り上げる。
　講義の最初では、日本政府のホームページの紹介をする。内容は、以下
のとおりだ8）。
問⒍　「南京大虐殺」に対して、日本政府はどのように考えていますか。
　　1　日本政府としては、日本軍の南京入城（1937年）後、非戦闘員の
殺害や略奪行為等があったことは否定できないと考えています。し
かしながら、被害者の具体的な人数については諸説あり、政府とし
てどれが正しい数かを認定することは困難であると考えています。
　　2　先の大戦における行いに対する、痛切な反省と共に、心からのお
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詫びの気持ちは、戦後の歴代内閣が、一貫して持ち続けてきたもの
です。そうした気持ちが、戦後50年に当たり、村山談話で表明され、
さらに、戦後60年を機に出された小泉談話においても、そのお詫び
の気持ちは、引き継がれてきました。
　　3　こうした歴代内閣が表明した気持ちを、揺るぎないものとして、引
き継いでいきます。そのことを、2015年 8 月14日の内閣総理大臣談
話の中で明確にしました。
　映像としてはふたつ準備している。
　ひとつ目は、湯本雅典製作「神戸・南京をむすぶ会・第十三次訪中団の
記録」（2009年10月、43分の映像の一部を上映）。この年の訪中団に南京大
虐殺をテーマに卒業論文を書くという聖和大学の学生が参加したときの記
録である。「侵華日軍南京大屠殺遇難同胞紀念館」館長らとの会食会で学生
がスピーチする映像もある。関西学院大学となった聖和大学であるから、
先輩の映像でもある。
　もうひとつは、朝日放送ニュースステーション（久米宏）の特集で「南
京戦」（2002年 8 月15日放映、20分）だ。松岡環編著『南京戦・閉ざされ
た記憶を尋ねて―元兵士102人の証言』（社会評論社、2002年 8 月）を紹介
しながら独自取材も加えながら編集されたものだ。元兵士の証言はとても
生々しく、学生に与えるショックも大きい。
　以下のような感想があった。
◦南京大虐殺の話を初めて聞きました。もう二度と過ちをしないでほしい
という想いを感じた。
◦学校で習ったが、実際に日本兵の話を聞いてどれほど悲惨なものだった
かがよく分かった。
◦南京事件についての知識が少なかったのが、とても悔しくまた恥ずかし
く感じた。
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◦神戸空襲とは逆に戦争をしかけた側の話を聞いて、前回感じた胸の中の
苦しさとは違うものを覚えた。どちらの側に立っても戦争は爪跡を残す。
◦平和のために働けるのは良いことだ、という言葉が、印象的だった。
◦「本当の目的が強姦だった」と明言していた所が一番怖かった。
◦お母さんが頭を地面につけて助けてくれと言っていたというのが印象に
残った。
◦（証言が）ずっとたんたんとした雰囲気で、聞いていてぞっとしました。
◦「戦争に正しいか正しくないかなど存在しない」というセリフが印象に
残った。
◦（新聞記事で講師が）ヒトラーの話を引き合いにだすのは、違和感を覚
えた。
◦塾で教えていて首相の靖国神社参拝がなぜ悪いという生徒も多いが、し
っかりと語りたい。
◦小学校教師を目指しているが、ありのまま伝えるには残酷すぎると思う。
何かもっと上手く伝えるすべはないものだろうかと思った。
◦私がその時代に生きていたのなら殺すか殺されるかだから同じことをし
ていたかもしれない。
◦死骸が浮いている川の水でお米を炊くのは、想像するのも恐ろしかった。
（複数）
◦なかなかむごいが、事実は伝えていかなければならない。避けてはなら
ない。
◦被害者の話は聞いたことがあるが、加害者の話を聞いたのは今回が初め
てだった。
◦南京の人達からしたら、自分達が原爆を落とされたくらい悔しく悲しく
むなしく恨めしいことだと思う。正直ここまでひどい虐殺であったとは
知らなかった。
◦歴史的事実を真摯に受け止め、教育者として伝えていきたいと強く感じ
た。
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◦日本も原爆や空襲、沖縄戦で多くの一般市民が殺されている。中国はア
メリカなどには口を閉ざし日本を責めているのでは……。
◦原爆投下のアメリカが謝罪せず非難もされていない。「勝てば官軍」なの
かなとむなしくなった。
◦日本人は、戦争時に起こした様々なことを棚にあげて中国政府に対する
批判をしているように感じる。
◦南京大虐殺や韓国の慰安婦の問題で女性たちが怒り苦しんでいるのか、
今理解した。
　久米宏が淡々としかし抑えるべき点はきちんと押さえて、キャスターの
清水建宇とともに番組を進めている。映像を見ていない方には学生の感想
文が理解しにくいところがあるかもしれない（視聴希望の方にはDVDコピ
ーをさしあげる）が、それぞれの場面を学生が注視していたことが分かる。
「ヒトラーの話を引き合いにだすのは、違和感を覚えた」という感想がある
が、これは私が新聞に投稿した「〈私の視点〉旅順虐殺―過去の「事実」に
学び　真摯に」9）を紹介したことへの反応のひとつである。私は講義では基
本的に史実を中心に話を進めるが、このように新聞投稿を紹介するような
形で自分の見解を紹介している。この投稿は新聞社の依頼によって書いた
もので、2004年 8 月に神戸・南京をむすぶ会フィールドワークで南京訪問
ののち旅順をたずねたときのことを書いたものである。このときのフィー
ルドワークは「旅順虐殺」が南京大虐殺とともにもうひとつのテーマにな
っていた。加藤周一の「夕陽妄語」欄「『南京』さかのぼって『旅順』」（朝
日新聞、1988年 8 月23日夕刊）、ラフカディオ・ハーン（小泉八雲）の「神
戸クロニクル」1984年12月 7 日）などを紹介しながら最後に、以下のよう
に書いたのである。その部分に違和感を覚えた学生がいたのである10）。
「いま日中関係は、経済面では順調といえるが、政治的な関係は小泉首
相の靖国神社参拝問題などでギクシヤクしている。靖国問題は中国側
現代史講義の試み
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の過剰反応だという意見もあるが、東条英機らA級戦犯らも祭ってい
る靖国神社に小泉首相が参拝することは、かつて日本に侵略され多く
の被害を受けた中国人には許すことができないものだ。ドイツの現在
の大統領がヒトラーの墓に参る行為と同じように映っていると言えば、
少しは納得していただけるだろうか。日中問題の解決には、日本側の
過去の歴史を踏まえた真摯（しんし）な態度が不可欠であると思う。」
〈第 4回〉「アジア・太平洋戦争期の神戸の華僑」
　このテーマは、私自身がコリアンの歴史に比べてよく知らない部分であ
った。アジア・太平洋戦争の時期に神戸の華僑がスパイの疑いをかけられ
13名が逮捕された。そのなかで 6名が過酷な拷問によって拘留中または釈
放後に死亡するという痛ましい事件があった。「複清呉服商人弾圧事件」と
言われる事件である11）。
　映像は、「若者たちの旅／初めて知った戦争③―神戸華僑たちの日中戦
争―夫たちが連れていかれた」（1993年 8 月 4 日放映、NHK、45分）であ
る。
　在日中国人 3世の若者が華僑の老人を訪ねる番組で、その老人 3名はい
ずれも夫が逮捕され拷問により死亡または大きな傷を負った。1941年より、
内務省が日本に住む外国人の日常的に監視。居住の制限もおこなうようい
になったが、中国福建省出身の華僑13名が「スパイ容疑」で逮捕され、う
ち 6名が拷問により拘留中または釈放後に死亡している。そのおひとり陳
守海（1908年福建省生まれ）は終戦 7月前の1945年 1 月、大阪曽根崎警察
署で命を奪われている。番組に出演した陳守海の妻は、夫・陳守海の変わ
り果てた遺体と対面したときの様子を語っている。逮捕者が13名であった
ことはただ一人の生存者・游振文の証言で明らかとなった。NHKが香港を
訪れ、游振文から直接インタビューしている。彼が語る警察での拷問の様
子は凄まじいものだ。またその場には、日本語勉強中の娘も同席し、初め
て父の戦中の話を初めて聞いている。
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　この番組が学生に与えた衝撃は特に大きかったように思う。以下のよう
な感想が寄せられている。
◦初めて知った。衝撃的だった。（複数）
◦香港の中国人の13名の名前を書いたところが印象的。「人間として扱わ
れていなかった」発言も。（複数）
◦ドイツのアウシェビッツがひどかったと聞くけれど、日本も相当ひどい
と思った。
◦「忘れないこと」と「前を向くこと」のバランスの難しさを感じた。
◦中国での戦争が激しかったことは知っていたが、日本でも被害を受けた
人がいることは驚きだ。
◦香港の生存者の娘さんの発言が印象的。（複数）
◦なぜ神戸華僑の人々が大阪の警察に逮捕されたのでしょうか？／当時の
人のせいだから関係ないと考えるのではなく（略）日本人としてもっと
日本を知らなければならない。
◦（前略）もし日本人が敵国に住んでいたら周囲からどんな目で見られて
扱いをされていたのか気になる。
◦拷問をしている人たちさえスパイと思っていたのか疑問に思われた。
◦戦争で日本がしたこと、良いこと、悪いことすべて含めて知ってほしい
と思う。その上で仲良くしたい。
◦小学校の頃から平和学習で戦争のことは学んでいたがそれがどれだけ表
面的なものだったのか分かる。
〈第 5回〉「中国残留孤児・婦人問題」
　このテーマは、最近ニュースに流れることが少なくなったとはいえ、学
生たちには理解しやすいテーマのようだ。まずは厚生労働省のホームペー
ジで「中国残留邦人とは―昭和20年当時、中国の東北地方（旧満州地区）
には、開拓団など多くの日本人が居住していましたが、同年 8月 9日のソ
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連軍の対日参戦により、戦闘に巻き込まれたり、避難中の飢餓疾病等によ
り多くの方が犠牲となりました。このような中、肉親と離別して孤児とな
り中国の養父母に育てられたり、やむなく中国に残ることとなった方々を
「中国残留邦人」といいます。」と定義されていることを紹介する。
　映像は、2005年10月16日、毎日放送で放映された「映像’05　祖国よ―
中国残留孤児の戦後」（50分）だ。
　父親が判明して日本に帰国録することになった男性が、その後、多くの
困難を抱えながら懸命に生きる姿を描いている。日本政府の支援施策が不
充分で裁判に訴える場面、支援集会で自らの体験を語る場面、久しぶりに
中国にもどり養父母のお墓参りにいき号泣する場面等が私たちの胸を打つ。
学生の感想は次のようなものだ。
◦こんな苦悩な日々を過ごしているとは知らなかった。
◦初めて知った。こんなひどいとは思っていなかった。（複数）
◦（ボランティア講師をしている）夜間中学で残留孤児がたくさんいまし
た。
◦政府はなぜ孤児への対応ができなかったのか。できることがあったので
はないか。（複数）
◦孤児への賠償は当然だと思う。
◦たくさんの涙で共通していたのは「無念」という言葉。
◦「日本に戻ってこなければよかった」という言葉が苦しかった。（複数）
◦（中国の育ての親の）お墓の前で号泣するのをみて感情表現の違いにお
どろいた。
◦中国に帰ったときの幸せそうな表情が印象的。やわらかい笑顔が多かっ
た（複数）
◦どうして自分たちを捨てた親を憎まなかったのかなと思った。
◦戦争が及ぼす影響は、戦中だけでなく何10年と続いていた。
◦敵国の中国人が彼を育て、日本政府の支援がままならかったとは非常に
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遺憾です。
◦中国だけでなく隣国問題がうずまく日本の現状を変えるためには “行動”
を起こすきっかけを作るべきだ。
◦しっかりといきることですら困難な人たちがいることに自分の今までの
世界の狭さが分かった。
◦裁判の続きがどうなったのか気になった。今どうなっているのか（複数）
◦新聞記事で原告団が勝訴して安心した。
　「勝訴」というのは2006年12月 1 日の神戸地裁判決だが、これが唯一の
原告勝訴の判決で、その後、高等裁判所で退けられている12）。
　また、「満州移民」が戦前の日本の政策のなかで、北米、中南米、東南ア
ジアへの移民が、できなくなったことから、1932年の「満州国」擁立以降、
1945年まで約27万人の移民があったことなどもあわせて説明することにし
ている13）。
〈第 6回〉「神戸電鉄敷設工事と朝鮮人―1920年代、30年代」
　1926年から神戸市内と有馬温泉をむすぶ鉄道として敷設され1928年に完
成し運行が開始している。1936年から広野ゴルフ場への鉄道確保を主な目
的として三田線が着工し1938年に完成している。いずれも神戸脊山の急峻
な線路で、多くの朝鮮人が動員され新聞記事等で13名が犠牲となってい
る14）。このテーマの調査活動は、サンテレビ、読売テレビで紹介され、私
自身が犠牲者遺族に会うために韓国を訪問したニュースもある。私が直接
テレビに登場する場面があるが、親しみを与えインパクトがある反面、反
発もあったようだ。調査活動は「神戸電鉄敷設工事朝鮮人犠牲者を調査し
追悼する会」が調査活動およびモニュメント建立の活動を行った。同会の
代表は、落合重信、徳富幹生と引き継がれ現在は徐根植が担っている。事
務局長は飛田が担当している。
　次の 3本のビデオを見てもらった。いずれも短いニュース番組で適宜解
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説を入れながら上映した。
〈1〉1993年 2 月 3 日、サンテレビ、8分
　ニュース特番放映されたもので、民放のショートドキュメンタリー部門
で受賞した。同年11月17日に再放送された。
〈2〉1994年 6 月16日、サンテレビ、5分
　調査の過程で韓国にいる犠牲者遺族が見つかり、飛田が韓国を報告と調
査のために訪問した。サンテレビからビデオ機器を借りて撮影もし、後日
その韓国現地の映像も含めて放映された。
〈3〉読売テレビ、1994年 8 月30日、8分
　ニュース特番として放映されたもので、前記調査する会が招いた遺族 3
名が事故現場等を訪問した様子を放映した。
　以下のような感想が寄せられている。
◦60年間胸に突き刺さった釘（棘）を抜いてほしい」／「父親が日本のど
こで死んだか知らなかった」／「金銀をつまれても」という言葉が印象
的。
◦朝鮮人労働者が命を落とす必要のない事故だったのでは。
◦神戸電鉄田尾寺駅から毎日乗っている。驚いた。／三田キャンパスのサ
ークルに属しているのでよく利用する。
◦神戸電鉄で通っている。運賃が高いのが登山電車だからと理由が分かっ
た。感謝してこれから神鉄に乗る。（複数）
◦神戸に住んでいるがこの地域のことを知らないことが多い。学校で教え
るべきだ。
◦日本人も相当な人数犠牲になっていると思いました。
◦朝鮮人労働者の労働条件を改善する働きはなかったのか、納得できない。
◦ビデオをいくつも見ましたが、日本人は戦時中、悪いことしかしていな
かったのでしょうか？
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◦若いころの飛田先生／先生の活動報告？本当に現代史？
　最後の感想は現代史の授業的ではないとこの学生が考えたのだろうが、
素直な感想であろうと思う。私が映像に登場することへの反発もあるよう
だ。「日本人は戦時中、悪いことしかしていなかったのでしょうか？」とい
う感想もあるが、内容面から仕方がないことだろう。
　しかり全般的な感想としては、神戸電鉄も利用している学生もいたりし
て、身近に歴史を学ぶいい機会であったろうと思う。
〈第 7回〉「朝鮮人BC級戦犯問題―『チョウムンサンの遺書』」
　アジア・太平洋戦争の時期に連合国軍捕虜への虐待行為が戦争犯罪とし
て立件されている。捕虜監視員となった朝鮮人も129名が有罪判決をうけ
うち14名がシンガポール、チャンギ―刑務所等で死刑に処せられている15）。
　そこで処刑されたうちのひとりがチョウ・ムンサン（趙文相）である。
趙文相は、日本名・平原守矩。1947年 2 月、チャンギー刑務所にて絞首刑
となった。享年26歳。日本人上官の命令を捕虜に伝える通訳だったため捕
虜の憎悪を人一倍集めたとされる。獄中で彼は、処刑の数分前まで心の揺
れを長文の遺書に綴っている16）。
　ビデオは、1991年 8 月15日、NHKスペシャル「チョウ・ムンサン（趙
文相）の遺書―シンガポールBC級戦犯裁判―」（55分）として放映された
ものである。彼の裁判記録がオーストラリア公文書館に残されていた。そ
して死の直前まで書いていた「遺書」を友人たちが書き写して持ちだすこ
とができたので、読むことができるのである。
　捕虜虐待を否定する趙文相にたいして、彼がクリスチャンであることを
問いながら、日本軍の教えと聖書の教えのどちらが優先するのかという質
問をしている。日本軍のなかで聖書の教えを優先させることはできなかっ
た、日本軍で日常茶飯事だった「びんた」をしたことが暴力であるといわ
れるのなら暴力をふるった、というやり取りから有罪／死刑となったので
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ある。映像としても迫力があり、心を打つものである。
　上映が55分であり、いつもアンケートをとる時間がとれないため感想文
が残されていない。
〈第 8回〉「大島渚『ドキュメンタリー・忘れられた皇軍』」を観て考える」
　前回の朝鮮人BC戦犯を引き継ぐテーマとしてとりあげた。一般的に大
島渚監督は有名な映画監督で特別の解説は必要ないと思われるが、学生た
ちには丁寧に説明する。代表作は、「青春残酷物語（1960年）」、「日本の夜
と霧（1960年）」、「ユンボギの日記（1965年）」、「絞死刑（1968年）、「愛の
コリーダ（1976年）」、「戦場のメリークリスマス（1983年）」などだが、大
島を知っている学生も「戦場のメリークリスマス」くらいを知っている程
度のようだ。
　「忘れられた皇軍」は、戦争で傷ついた朝鮮人軍人軍属をテーマにしたも
ので、「皇軍」は、「天皇の軍隊」の意味で、当時は広く用いられていた言
葉だ。その皇軍のなかで日本人の傷痍軍人軍属は軍人恩給等の補償を受け
ているが、朝鮮人の場合にはそこから排除されている状況をとらえてい
る17）。
　「忘れた皇軍」（20分）は1963年の作品で、テレビドキュメンタリーとし
て放映されたものだ。1952年彼らは「元日本軍在日韓国人傷痍軍人会」を
結成し、日本の厚生省、外務省そして東京の韓国代表部に何度も足を運び
訴えるが聞き入れられない。日本政府からは韓国政府の問題だと言われ、
韓国代表部では日本政府の責任だといわれる。
　そこで、彼らは日本の民衆に直接訴えることにして、街頭活動を始める
のである。映像の最初の場面はその街頭活動だ。短いドキュメンタリーだ
が、訴える力があるもので、最後は「日本人よ、これでいいのか」と問い
かけている。私は1970年代にこのドキュメンタリーを上映したくて、大島
プロダクションに電話をしたことがある。奥様の小山明子さんがでられて、
テレビドキュメンタリーとして作られたもので、挿入歌の著作権問題があ
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り、大島も貸し出すことができないとのことだった。その後、大島監督自
身が、このドキュメンタリーの中心メンバーである石成基さんの裁判で上
映されて以降、公開されるようになった。
　以下のような感想が寄せられている。
◦「見えない目から涙があふれる」という言葉が印象的だった。（複数）
◦「目なし、手足なし、補償なし」と書かれていたのが目に焼き付いてい
る。
◦戦後18周年の頃のドキュメンタリーは生々しさが違うと見えた。
◦超大作を見たような気分になりました。／見ごたえのあるドキュメンタ
リー。
◦すごく怖かったです（音楽なども）。
◦日本人でないという理由で支払いを拒否されたのは納得がいなかい。／
自分勝手（複数）。
◦このような方は韓国政府から補償は受けられなかったのでしょうか？
◦結局補償はあったのでしょうか？
◦私の祖父は原爆被害者で保障を受けていたが、国籍が違うだけで待遇が
違うのはおかしい。
◦サンフランシスコ講和条約で「日本国籍を失う」としたのは責任のがれ。
◦現実の悲惨さに驚くばかりです。
◦「一億懺悔」という言葉も強く響きました。／日本人全員ということだ
と思っていた。
◦やはり過去と向き合っていかねばならないということを強く感じました。
◦現代を生きる人も未来を生きる人も知るべきだと思った。
　ドキュメンタリーのなかで彼らの発する言葉のいくつかが印象に残った
ようで学生たちはそれに敏感な反応をみせている。また、現在はドキュメ
ンタリーのテレビ放映が少なくなり、放映されても深夜の時間帯に放映さ
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れることが多い。今回の上映では、ドキュメンタリーそのものの魅力を感
じてくれた学生もいたようだ。
　「一億懺悔」については、私が、授業で話したことの感想である。戦争
中、日本は「一億日の玉」とかいわれ、戦後には「一億総懺悔」といわれ
た。戦争中の日本人口は、7000万で植民地の朝鮮、台湾を含めて一億とな
っていた。「一億総懺悔」は、植民地支配さえた人々も「懺悔」したことに
なる。「一億総懺悔」は、戦争を推進した支配層の責任をあいまいにしたと
批判されている。しかし私の考えでは、それ以前に朝鮮人らが懺悔したこ
とを日本人が気づいていないことが、もっと大きな問題だと指摘したこと
への感想である。
〈第 9回〉「アジア・太平洋戦争と連合国軍捕虜」
　神戸にはアジア・太平洋戦争の時期に、連合国軍捕虜が連行され収容所
に入れられた。終戦時に神戸市内に残されていた連合国軍捕虜は545人だ
が、全体の実数は不明である。死亡者については、以下のとおりで、総計
190名となっている。神戸分所（現神戸市役所南）では、死亡者合計134名、
その内訳は、米 6 名、イギリス118名、オーストラリア 8 名、オランダ 2
名である。死亡した118名のイギリス兵捕虜の多くは「りすぼん丸」で移
送された捕虜で、りすぼん丸は神戸港に着くまでに攻撃され多くの死者が
でていたのである。川崎分所（神戸電鉄丸山駅付近）は、イギリス14名、
オランダ19名、オーストラリア18名、合計51名。脇浜分所はアメリカ 4
名、オランダ 1名、計 5名となっている18）。
　映像として①元イギリス人捕虜・クームズが神戸訪問時のNHKニュー
ス（2009年 6 月17日、3分）19）、②ジョン・レイン『夏は再びやってくる』
の出版記念講演会（2004年 3 月13日、神戸学生青年センター）での講演ビ
デオ（35分）がある。
　クームズは、2009年 6 月、当時の麻生首相に旧麻生炭鉱で強制労働にた
いする謝罪をもとめるために来日した。福岡県の旧麻生炭鉱を訪ねたのち、
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神戸を訪れた。神戸では先の 3か所の収容所跡、労働現場であった神戸港
を訪ねた。神戸市役所記者クラブで記者会見をしたとき、興味を持った
NHKの記者とすぐ近くの神戸収容所跡を訪ねて映像をとったのである。
　ジョン・レインの本は、ジョン・レイン著・平田典子訳『夏は再びやっ
てくる―戦時下の神戸・オーストラリア兵捕虜の手記』（神戸学生青年セ
ンター出版部、2004年 3 月）で、戦後オーストラリアで出版された本は絶
版となっていたが、インターネット上にアップされたいたものを著者の承
諾をえて出版したものである。ジョン・レインは、著書日本語版に次のよ
うな文章を寄せている。
「この本は、我々が「神戸ハウス」と呼んだ神戸の捕虜収容所での生活
と、いくつかの工場や広大な神戸港で働いた当時の状況を語ったもの
です。／神戸での生活は 2年 3か月ほどでしたが、その間、日本人の
労働者とも一緒に働き、少しばかり言葉を覚えることができ、彼らと
の間に友情も芽生えました。／また、我々捕虜も日本の人々同様、ア
メリカ軍の空襲をたびたび受け、1945年 6 月 5 日には、市の半分以上
が火の海と化した、あの恐ろしい神戸大空襲も体験しました。／終戦
によって、ようやく世界に平和が訪れた時、我々の勝利や解放の喜び
は、敗戦した日本人の悲しみとなりました。しかし今60年を経て、オ
ーストラリアと日本はとても仲のいい友人同士となり、重要な経済パ
ートナーとなっています。このような友愛が永遠に続くことを切に祈
念しています。」
　ジョン・レインは著書のなかで苦しい捕虜生活を記録しているが、一方
でユーモアをもって記述している。
　出版記念講演会での映像はジョン・レインが講演し、平田典子さんが通
訳しているものだ。英語の勉強にもなると学生には勧めるが、素人の撮影
で、映像／音声が鮮明でなく聞きづらいものになっているのが残念だ。
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　第10回「GHQの日本占領時代（1945年～1952年）」以降は、映像は利用
せずに講義のみとなっている。
●おわりに
　映像を利用した「現代史」講義の試みについて述べてきた。はじめにで
も述べたが、現実感をもって学生が理解することは容易なことではない。
学生の反応にもみられるが、戦前の日本が行った歴史的事実は学生にとっ
てもとても重いもので、受け入れられない／受け入れたくないという学生
もいる。
　しかし、日本がアジアに対して一方的に侵略し、植民地支配および戦争
でアジアの人々を苦しめた事実を受けいれなくてはならない。以前、神戸
大学で「朝鮮史・朝鮮事情」（1980年～1992年）を担当していた時から、い
ろんな映像を収集して、学生にみせていた。導入として辛基秀のドキュメ
ンタリーフィルム「江戸時代の朝鮮通信史」を上映したこともあるが、内
容が難しいこと、現代史の導入としては無理があるのではないかと考えた
りする。また、関東大震災の朝鮮人虐殺をテーマにした呉充功のドキュメ
ンタリー「隠された爪痕～関東大震災朝鮮人虐殺記録映画」（1983年、58
分）を観てもらったこともある。すぐれたドキュメンタリーであるが90分
授業のなかでは時間的に十分にフォローできないこと、年代を追うように
授業をしようとすると早い段階の上映となりむつかしい。
　被害と加害の両面を押さえて授業をすることも大切なことであるが、そ
れらを学生の心理状況を考えてバランスよく配置することも必要なことだ
と考えるようになった。
　比較的受け入れやすい神戸大空襲、中国残留孤児・婦人問題の映像を 2
回目、5回目に配置しているのもその工夫のひとつである。
　さらに学生の反応をみながら工夫をしていきたいと考えている。また、
映像を使った歴史の授業をされている方々から、映像の情報もいただきたい。
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　紹介した映像は、大島渚の「忘れられた皇軍」を除いてDVDにコピー
して提供することも可能である。ご希望の方は、連絡いただきたい。（「忘
れられた皇軍」は、インターネットユーチューブで見ることができる。）
注
1 ） 金慶海「朝鮮名の全日本卓球チャンピオン・崔根鳳」（『兵庫のなかの朝鮮―歩い
て知る朝鮮と日本の歴史シリーズ』明石書店、50～51頁）および金慶海「聞き書き
／卓球の名手・崔根鳳」（兵庫朝鮮関係研究会『在日朝鮮人90年の軌跡―続・兵庫と
朝鮮人』神戸学生青年センター出版部、90～100頁）参照。
2） 発見者である鄭鴻永が、「今、鮮やかによみがえる「朝鮮國獨立」の文字」（兵庫
朝鮮関係研究会『地下工場と朝鮮人強制連行』明石書店、1990年 7 月）を書いてい
る。
3） 朝日新聞、2015年 8 月11日。
4） 神戸新聞、2016年11月 8 日参照。石野さんの証言は、神戸新聞、2013年 7 月19
日、毎日新聞、2014年 8 月 5 日などで紹介されている。
5） 神戸空襲については、神戸空襲を記録する会のよって、『神戸大空襲』（のじぎく
文庫、1972年 6 月）、『神戸空襲体験記〈総集編〉』（同会、1975年 3 月）、『神戸大空
襲―戦後60年から明日へ』（神戸新聞出版センター、2005年11月）が出されている。
朝鮮人については、梁相鎮「神戸大空襲、そして軍人としての強制連行」（神戸港に
おける戦時下朝鮮人・中国人強制連行を調査する会編『神戸港強制連行の記録―朝
鮮人・中国人・そして連合国軍捕虜』明石書店、2004年 1 月）、飛田雄一「東福寺の
中国人無縁仏」（ひょうご部落解放・人権研究所編『人権歴史マップ／神戸版』同研
究所、2005年 9 月、改訂版は、同『淡路・神戸増補版』2014年 3 月）ほか参照。中
国人については、宮沢之祐「神戸の華僑と空襲」、連合国軍捕虜については、飛田雄
一「連合国軍捕虜と神戸空襲」（いずれも前掲『神戸空襲―戦後60年から明日へ―』
参照。またジョン・レイン『夏は再びやってくる―戦時下の神戸・オーストラリア
兵捕虜の手記』（神戸学生青年センター出版部、2004年 3 月）に神戸空襲のこともか
かれているが、ジョン・レインは、戦後すぐに捕虜収容所（脇浜分所）にあった物
資をもって市内にでてカメラと交換している。そしてそのカメラで神戸空襲によっ
て破壊された「神戸分所」（現神戸市役所南）の写真を撮影したが、その貴重な写真
は手記に収められる。
6） 前掲『神戸空襲―戦後60年から明日へ―』に収録されているビラの内容は以下の
とおりである。「あなたは自分や親兄弟友達の命を助けようとは思ひませんか助けた
ければこのビラをよく読んでください。／数日の内に裏面の都市の内 4つか 5 の都
市にある軍事施設を米空軍は爆撃します。／この都市には軍事施設や軍需品を製造
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する工場があります。軍部がこの勝目のない戦争を長引かせる為に使ふ兵器を米空
軍は全部破壊しますけれども、爆弾には目がありませんから、どこに落ちるか分か
りません。御承知の様に人道主義のアメリカは罪のない人達を傷つけたくありませ
んですから、裏に書いてある都市から避難してください。／アメリカの敵はあなた
たちではありません。あなた方を戦争引っ張り込んでいる軍部こそ敵です。アメリ
カの考えてゐる平和というのはただ軍部の圧？迫からあなた方を解放する事です。せ
うすればもっとよい新日本が出来上がるんです。／戦争を止める様な新指導者をた
てて？平和を恢復したらどうですか／この裏にかいてある都市でなくても爆撃され
るかも知れませんが、少なくともこの裏に書いてある都市の内必ず 4つは爆撃しま
す／豫（あらかじ）め注意しておきますから裏にかいてある都市から避難してくだ
さい。」
7） 重慶爆撃／日本軍は、日中戦争さなかの1938年 2 月～43年 8 月、地上部隊を投入
することができなかった蒋介石政権の臨時首都・重慶に爆撃を繰り返した。中国側
のまとめでは218回に及び、空襲による直接死者だけで 1 万1885人に上る。軍事目
標と市民を区別しない無差別爆撃は1937年 4 月、ドイツ空軍がスペイン内戦下で実
行したゲルニカ爆撃が最初とされるが、けた違いの規模の連続無差別爆撃だった。
（2011年 2 月 7 日、朝日新聞夕刊 2 総合）また、筆者が重慶を訪問し爆撃の被害者
から証言を聞いた様子が紹介された新聞記事もみせながら被害を受けた空襲だけで
はないことを知ってもらうようにしている。（重慶日報、2002年 8 月20日）
8） http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/taisen/qa/
9 ） 朝日新聞、2004年 9 月22日。
10） 加藤周一、ラフカディオ・ハーンの部分は次のとおりである。「旅順虐殺について
は、加藤周一氏が1988年 8 月23日付本紙夕刊の「夕陽妄語」欄「『南京』さかのぼ
って『旅順』」で触れている。戦闘が終了したのちにも、旅順と南京で民間人に対す
る虐殺が行われたが、加藤氏は、この 2つの事件は、海外でよく知られた事件だが、
日本政府が日本人に知らせようとせず、責任の所在を明らかにしようとしなかった
ことが共通していると述べ、旅順虐殺が南京大虐殺につながったとしている。／ま
た神戸時代のラフカディオ・ハーン（小泉八雲）も「神戸クロニクル」1894年12月
7 日付）紙上で「日本軍の行為はなんの言い訳も受け入れられないであろう。（中略）
婦人、子供や非戦闘員に対する不必要な残虐行為については、その行為を犯した者
たちの行動に責任を負う将校たちを厳格に罰するべきである」と批判している。」
11）『旅日福建同郷懇親会半世紀の歩み』（2013.10、同編集委員会編）492～500頁に
編集部事務局（取材・文責香川直子）による記録がある。獄死した陳守海さんの娘・
林珠榮（1941年 6 月、神戸市生まれ、姫路市在住）が、『落涙成珠～ある華僑の詩』
（2011年 6 月、晃洋書房）を出している。陳守海さんの妻・林木宋さん（1916.10生
まれ）と林珠榮の母娘二代の生活史をつづったもので、テレビ番組で林木宋さんは、
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曽根崎警察で夫・陳守海さんの変わり果てた遺体と対面したときの様子を語られて
いる。林珠榮自身が、このテレビ番組によって初めて父の獄中死の事実をしったと
のことだ。
12） 12月 1 日、毎日新聞2006年12月 1 日、毎日新聞夕刊には、「中国残留孤児国に責
任／61人に 4億6860万円／賠償命令「違法措置で帰国遅延」」と一面で大きく報道さ
れている。
13） 田中宏『在日外国人』等参照。155万人が「満州」に渡ったがそのうち27万人が
開拓団として移住した。アメリカで「排日移民法」が成立したのは1924年のことで
ある。その後、中南米への移民が増加する。
14） 若生みすず「神戸電鉄敷設工事と朝鮮人土工について」（『在日朝鮮人史研究』13
語号、1984年 4 月）、金慶海「神戸電鉄をつくった同胞たち」（兵庫朝鮮関係研究会
『在日朝鮮人90年の軌跡―続・兵庫と朝鮮人』神戸学生青年センター出版部、1993年
12月）、高祐二「神戸電鉄工事と朝鮮人労働者」（『兵庫のなかの朝鮮―歩いて知る朝
鮮と日本の歴史―』明石書店、2001年 5 月）、金慶海「『朝鮮人労働者の像』を建て
る―日本と朝鮮との友好の誓い」（兵庫朝鮮関係研究会『近代の朝鮮と兵庫』明石書
店、2003年11月）、飛田雄一「神戸電鉄朝鮮人労働者モニュメント」（ひょうご部落
解放・人権研究所『人権歴史マップ』淡路神戸増補版、2014年 3 月）など参照。神
戸電鉄敷設工事朝鮮人犠牲者を調査し追悼する会は、『神戸電鉄敷設工事と朝鮮人労
働者〈資料集〉』（1993年 7 月）、『鉄路にひびくアリランの唄―神戸電鉄敷設工事と
朝鮮人』（1996年11月）および『ニュース』をは発行している。
15） 山本健一「韓国朝鮮人BC級戦犯」（内海愛子・越田稜・田中宏・飛田雄一監修
『ハンドブック戦後補償』梨の木舎、1922年 8 月）
16）「…友よ、弟よ、己の智恵で己の思想を持たれよ。／いま自分は、自分の死を前に
して／自分のもののほとんどないのにあきれている…」手記と遺言は、http://kbcq.
web.fc2.com/shogen/shogen1.html。
17） とりあえず金宣吉「在日韓国・朝鮮人、傷痍軍人・軍属」（前掲『ハンドブック』）
参照。
18） 平田典子「連合軍捕虜」（神戸港における戦時下朝鮮人・中国人強制連行を調査す
る会『神戸港強制連行の記録―朝鮮人・中国人そして連合軍捕虜』明石書店、2004
年 1 月）、宮内陽子『アジア・太平洋戦争と神戸港―朝鮮人・中国人。連合国軍捕虜』
（同調査する会発行、みずのわ出版発売、2004年 2 月）飛田雄一「神戸連合国軍捕虜
病院跡」（ひょうご部落解放・人権研究所『歴史人権マップ・淡路神戸増補版』同研
究所、2014年 3 月）、飛田雄一「アジア・太平洋戦争下、神戸港における朝鮮人・中
国人連合国軍捕虜の強制連行・強制労働」（飛田雄一『心に刻み、石に刻む―在日コ
リアンと私』三一書房、2016年11月）等参照。
19） 神戸新聞、2009年 7 月 9 日。
